
科   目   名 医療コミュニケーション学実習 [科目番号：４１１１８１２１] 

学      期 夏学期（後半） 単  位  数 1 単位 

曜日・授業時間帯 水曜３－５限（MBTI 実習のみ６限まで） 

場      所 医学部・教育研究棟 13 階講義室 

担  当  教  員 木内貴弘 石川ひろの 

授 業 の 目 的 

医療コミュニケーションの実践に必要な実習を行うことによって、「医療コミュニケ

ーション学」の講義で学んだ様々な理論や実践法に対する理解を深めるとともに、具

体的な医療コミュニケーションの場（医療機関、官公庁、教育機関、研究機関、患者

支援組織、マスコミ等）でこれらを生かすことができるようにすることを目的とする。 

授 業 の 方 法 ・ 各回、課題にもとづいて実習・発表・討論を行う。 
・ 実習毎にプレゼンテーション、レポート提出、相互評価等を行う。 

授業計画及び内容 
（各回のテーマ） 

月日 内容 担当 
6/6 

13:00-18:10 
Ⅰ．対人コミュニケーション実習 
接遇実習 

JAL アカデミー 

6/13 
13:00-18:10 

Ⅰ．対人コミュニケーション実習 
コーチング実習 

田口智博 
（三重大学） 

6/20 
13:00-20:00 

Ⅰ．対人コミュニケーション実習 
MBTI に基づくコミュニケーション実習（1） 

園田由紀 
(日本 MBTI 協会) 

 
6/27 

13:00-20:00 
Ⅰ．対人コミュニケーション実習 
MBTI に基づくコミュニケーション実習（2） 

園田由紀 
(日本 MBTI 協会) 

7/4 
13:00-18:10 

Ⅱ．メディアコミュニケーション実習 
インターネットコミュニケーション実習（1） 
注意：ノート PC 必要 

木内貴弘 
石川ひろの 

7/11 
13:00-18:10 

Ⅱ．メディアコミュニケーション実習 
マス・コミュニケーション実習 
• 新聞記事の執 6 筆と評価（記者会見実習） 
• 既存の新聞記事の評価・分析 
注意：ノート PC 必要 

木内貴弘 
石川ひろの 

7/18 
13:00-18:10 

Ⅱ．メディアコミュニケーション実習 
インターネットコミュニケーション実習（2） 
注意：ノート PC 必要 

木内貴弘 
石川ひろの 

 
 

教科書・参考書等 

・ 本間正人、松瀬理保．コーチング入門 (日経文庫)、2006 
・ 園田由紀（訳）. MBTI への招待―C.G.ユングの「タイプ論」の応用と展開、金子

書房、2002 
・ 梅田望夫．ウェブ進化論 本当の大変化はこれから始まる (ちくま新書)、2006 

成績評価の方法 
実習への参加、実習内でのプレゼンテーション、作成した資料によって評価する。

やむを得ず欠席する場合には、事前に事情を届け出れば、別途レポートの提出に代え

る場合がある。 

他の授業との関連 「医療コミュニケーション学」講義の受講が望ましいが、「医療コミュニケーション学」

講義の知識は前提としない。 

 


